
 

市民企画講座とは？ 

自らの経験や技術、知識を地域に生かし、地域の皆さんの生涯学習活動を応援していただく

とともに、学びの輪を地域に広げる活動です。企画いただきました講座は、美濃加茂定住自立

圏応援生涯学習誌『学びのとびら』と『学びのとびらホームページ』に掲載し、多くの方の新

しい学びのきっかけとしていただきます。 

運営の主体 

市民企画講座は、市民の自発的な生涯学習活動を支援するものです。講座の主催者は、講師自 

身となります。 

テーマ制  

 令和３年度の市民企画講座は、「テーマ」を生涯学習センターで設定します。講師の皆様には、

テーマに沿った内容の講座を企画し応募いただきます。 

 

 

 

 

 

  

講座 

開始 

開講スケジュール 

募集期間：令和３年５月１日～５月２８日 

提出書類：美濃加茂市市民企画講座申請書 

提出方法：①窓口 ②メール ③郵送 のいずれかで提出 

いただいた申請書をもとに６月中旬決定  

※応募多数の場合は、初めての方を優先し、他は抽選といたします。 

９月８日から各講座開始の１週間前まで（予定） 

※講座開講には原則５人以上の受講生が必要です。 

受講生 

募集 

開講期間：令和３年１０月４日～令和 4 年３月４日  

（全 4 回まで） 

審査 

及び 

決定 

募集 

お問合せ先  

 〒505-0041 美濃加茂市太田町 3425-1（美濃加茂市生涯学習センター） 

 美濃加茂市市民協働部 生涯学習課生涯学習係  

 TEL  0574-25-4141（直通） 

  MAIL  manabi-c@city.minokamo.lg.jp 

 

令和３年度後期 

募集テーマ 

 

「”ちょこっと” 
やってみない？」 

令和 3 年度後期募集要項 



市 民 企 画 講 座 募 集 要 項 

テーマ 講師の皆様には、テーマに沿った内容の講座を企画し応募いただきます。 

「”ちょこっと” やってみない？」 
なかなか先の予定が組めない日々が続いています。気になっていることも、始めるのが

億劫になっている方も多いかと思います。この秋は“ちょこっと”やってみて、新しい学

びの世界をのぞけるような企画をお待ちしております。 

開講期間 令和３年１０月４日 ～ 令和４年３月４日 

時間 

 

１回の講座は１時間～２時間程度とし、次のいずれかの時間帯のなかで設定 

① 午前の講座 ９：３０～１２：００ 

② 午後の講座 １３：３０～１６：３０ 

③ 夜間の講座 １８：００～２１：３０ 
 

講座内容 ・自身の知識や技術、趣味を活かしたもの（教養・芸術・レクリエーションなど） 

・「初めての方」を想定した講座であること 

・受講生は市内在住在勤を問いませんが、美濃加茂市及び加茂郡在住者が優先です。 

 

【ただし、以下に該当する講座は実施できません】 

① 施設又は付属設備を汚したり破損したりする恐れのあるもの 

② 講座の内容が公の秩序を乱し、又は善良な風俗に反するもの 

③ 特定の物品の販売及びあっせん、特定の企業等の利益に資する活動など、 

営利活動を目的とするもの及び、これらと類するもの 

④ 特定の政党の利益に資する活動等、政治活動を目的とするもの 

⑤ 特定の宗教の宣伝、布教及び支持を目的とするもの 

⑥ 感染症対策（別記のとおり）が困難と思われるもの 

⑦ ①～⑥以外で、市民を対象とする講座として望ましくないもの 

回数 １回 ～ 最大４回 

応募資格 満１８歳以上の個人 ※市内在住在勤不問 

募集数 ３０講座  ※応募多数の場合：①初めての講師を優先 ②残りの講座を抽選にて選出 

会場と 

定員 

 

 

 

 

 

 

○美濃加茂市生涯学習センター 

部屋の種類 講座定員 設備 備考 

研修室 ２０名以下 机 15 椅子 30 土足 

学習室 １０名以下 机 9   椅子 12 土足 

視聴覚室 １５名以下 机 10 椅子 20 楽器の使用可、土足 

和室 １０名以下 座卓・座椅子あり こどもと一緒の講座の場

合、９組まで 

技術学習室 １０名以下 机 9  椅子 12 水場あり 土足 

                              （次ページあり） 



会場と 

定員 

○美濃加茂市文化会館 

部屋の種類 講座定員 設備 備考 

和室 １０名以下 座卓・座椅子あり こどもと一緒の講座の場

合、８組まで 

※講座定員は、各施設の利用定員とは異なります。 

※各施設に更衣室、託児所はございません。 

材料費 開講初日に、受講者が直接講師に支払い 

講師謝礼 ・講座 1 回あたり：講座参加者数×500 円（最大 5,000 円） 

・支払いは月ごとにまとめ、翌月２０日頃に指定口座へ振込みします。 

・課税対象のため、上記金額から源泉徴収所得税を引いた額で振り込みします。 

感染症 

対策 

 

新型コロナウイルス感染対策として、以下の事項を徹底してください。 
 

① お互いの距離が最低１メートル以上離れた状態を維持すること 

② 部屋の換気を十分に行うこと 

③ 受講者及び講師はマスク着用等飛沫が飛ばないようにすること 

（館内移動はマスク着用必須です。） 

④ 講座開始前には手指消毒を行うこと 

⑤ 講座中もこまめな手洗いを推奨すること 

⑥ 講座中または開始前後の水分補給以外の飲食はしないこと 

（料理教室の場合も出来上がった料理を試食せず、持ち帰ること。） 

⑦ 講座終了後は、使用した机やいす、備品を消毒すること 

（消毒用品は生涯学習センターで用意します。） 

⑧ 講師自身の体調が優れないと感じた場合、無理せず講座を休講すること 

講座運営 【開講前・準備】 

・講座の企画、教材の準備は、講師が責任を持って行ってください。 

・受講生募集は、市が行います。 

・原則 5 人以上の申し込みがあった講座のみ開講します。 

【開講】 

・開始３０分前までには部屋を開け、講座の準備をお願いします。 

・部屋の鍵の取り扱いは必ず講師が行ってください。 

・出欠は講師に管理していただきます。 

【講座終了後】 

・会場の準備、片づけは受講生と協力して行ってください。 

・各回終了後に「報告書」の記入をお願いしております。 

 

講座決定後 

改めてご案内します 

各生涯学習施設では、 

感染症対策を実施中です。 

皆様の健康を守るため 

ご協力をお願いいたします。 

※新型コロナウイルスの感染流行状況によって、講座を延期もしくは中止することがございます。 



③ 講座の名称 

講座名は、参加したくなるように以下のポイントに留意し

ましょう。 

1)親近性 →分かりやすい単語での講座名 

2)具体性 →講座名だけで何をやるかが分かるもの 

3)メリット→参加者にとって良い点が具体的に見えるもの 

④ 学習の流れ 

講座の組み立ては以下の流れを意識しましょう。 

1)導入→興味や意欲を引き出す導入・参加者同士の交流 

2)展開→講座の本筋 

3)まとめ→理解を深める振り返り、理解を広げる共有 

 

 

募集テーマに合わせた講座を企画くだ

さい。 

①講座名②講師名③講座内容紹介文 

受講を決めるの一番のポイントになり

ます。字数内で講座の特徴が伝わるよう

工夫してください。 

 

⑤定員 

募集要項に記載のある講座定員を超え

ないよう注意ください。 

 

⑩日にちの希望⑪曜日と時間の希望 

『毎週水曜日』や『第１・第３火曜日』

などなるべく固定してください。受講者

の予定が立てやすくなります。 

 

⑬備品 

必要な備品等は、原則講師で用意して

いただきますが、施設で所有する備品

を希望する場合は貸し出しできます。

その場合の運搬、設置等は講師でお願

いします。 

 

 

 

 

 

  

① 受講対象を設定する 

講座を企画する際には、対象（年齢、難易度など）を 

イメージして企画しましょう。 

開催時期、時間も参加対象者に合わせて設定しましょ

う。 

 

② 講座の目標をつくる 

 参加者を主軸にして、「何のためにこの講座を行うの 

か」を明確にしましょう。 

 

講 座 開 講 の ポ イ ン ト 

申 請 書 記 入 例 


